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縁起が良いなら怖くない縁起が良いなら怖くないよよ
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平成１５年５月１日

【今号の表紙】

　鳥羽春祭りの名物行事の一つで

ある「獅子と天狗の舞」は、鳥羽

城築城のころから４００年以上も継

承されていると言われています。

　大山祇神社への奉納を請け負う

のは、藤之郷、中之郷、錦町、横

町の４地区の輪番制となってお

り、今年は晴空の下、藤之郷が年

番町として大山祇神社に舞を奉納

し、見物客を賑わせました。

　獅子は、雄、雌の２頭があり、

女性は雄の獅子に、男性は雌の獅

子に噛まれると縁起が良いと言わ

れています。（表紙は雌の獅子）
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がはじまります！
とばっ子ハッピーーセミ

ナー事業とばっ子ハッピーセミ
ナー事業とばっ子ハッピーセミ
ナー事業

子育て応援します
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広報　とば

　市では、『みんなで子育て』を応援するため、お母さんを対象にした講座の充実を図ると共

に、新たにお父さんやおじいちゃん・おばあちゃんにも参加していただけるような講座を計画

しています。

　『育児』は『育自』ともいわれる貴重な体験です。みんなで楽しく講座に参加してみませんか？

健康福祉課子育て支援センター　擦浦７２２１　

　講座への参加は無料です。（※印の講座につ

いては材料費をいただきます）

　講座の開催日程・場所については「広報と

ば」「だっこ便り」などで随時お知らせして

いきます。

　くわしい内容については、子育て支援セン

ターへ問い合わせてください。

　また人形劇や音楽コンサートなども計画し

ていますのでぜひご参加ください。

刺今年度の予定をご紹介します。

内　容講座名開催日

飾り切りの仕方、お弁当の詰め方もひと工夫。

食育、衛生面の話もあります。
手作りお弁当講座４月２２日㈭

～愛情たっぷり　みんなで楽しい孫育て～

みなさんと一緒に考えてみませんか。
じぃじ・ばぁば育児講座５月２９日㈯

保育所長による大人気講座です。

夏に向けてママファイト！
バイバイおむつ講座 第１弾

６月
３Ｂ（ボール・ベル・ベルター）という３つの用具を使用し、音楽にあわ

せて楽しく体を動かしてあそびましょう。土曜日に開催の予定です。
パパもいっしょにあそぼう！

３Ｂ体操

パパ、ママ集まれ！しつけについて考えよう。

「イライラの風船をコントロールしよう」をテーマに話し合いましょう。
子育てしつけ講座７月

急な時に慌てないための対処の仕方、人工呼吸、ＡＥＤの使用方

法を勉強しよう。パパも参加してください。
救急・救護法８月

いろいろなあそびのコーナーがあります。

じぃじ、ばぁば　あそぼう！
じぃじ・ばぁば
一緒にあそぼう

９月

子育てを楽しむパパを応援します。

ママも大歓迎！
パパ応援講座１０月

ヨガで「ココロ」も「カラダ」もごきげんにしてあげましょう。親子ヨガ１１月

お正月用のお花です。　ほっとした時間を楽しみましょう。※寄せ植え講座１２月

春に向けてママファイト！バイバイおむつ講座 第２弾平成２３年１月

Ｗｅｌｌｃｏｍｅボードを作りましょう。初めてのかたもＯＫ！

絵心はいりませんよ。
※トールペイント講座２月

パパやママとふれあって、うたや音楽にあわせて楽しくあそぼう。ふれあいあそび３月

４月に開催した「手作りお弁当講座」には
たくさんのかたに参加していただきました



　

気
象
台
で
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
を
自
然
災
害
か
ら
守
る
た
め
の

支
援
強
化
と
し
て
、
５
月　

日　
２７

（木）

よ
り
大
雨
な
ど
の
気
象
に
関
す
る

警
報
や
注
意
報
の
発
表
を
、
現
在

の
５
細
分
の
地
域
（
北
部
、
伊
賀
、

中
部
、
伊
勢
志
摩
、
紀
勢
・
東
紀

州
）
か
ら
、
市
町
ご
と
の
発
表
に

変
更
し
ま
す
。

　　

例
え
ば
、
低
気
圧
の
接
近
に
よ

り
鳥
羽
市
で
大
雨
が
予
想
さ
れ
る

場
合
、
今
ま
で
は
「
伊
勢
志
摩
に

大
雨
警
報
」
と
発
表
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
「
鳥
羽
市
に

大
雨
警
報
」
と
市
町
を
特
定
し
て

き
め
細
か
く
発
表
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
鳥
羽
市
で
大
雨

が
予
想
さ
れ
な
く
て
も
、
他
の
市

町
で
大
雨
が
予
想
さ
れ
れ
ば
鳥
羽

市
で
も
大
雨
警
報
が
発
表
さ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
５
月

　

日　

か
ら
は
、
こ
の
場
合
、
鳥

２７

（木）

羽
市
に
は
大
雨
警
報
は
出
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

つ
ま
り
、
鳥
羽
市
で
警
報
や
注

意
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
に
は
、

鳥
羽
市
で
何
ら
か
の
被
害
が
発
生

す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
可
能
性
が
こ
れ
ま
で

よ
り
確
実
な
情
報
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

今
後
は
、
気
象
警
報
な
ど
が
発

表
さ
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
か

ら
の
情
報
に
注
意
し
て
い
た
だ

き
、
み
な
さ
ん
の
身
の
安
全
を
第

一
に
考
え
て
、
危
険
な
場
所
に
は

近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
、
避
難
の

た
め
の
準
備
を
開
始
す
る
な
ど
、

早
め
の
行
動
を
心
掛
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

市
町
を
対
象
と
す
る
警
報
・
注

意
報
は
、
気
象
台
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
警
報
・
注
意
報
の
発
表

は
市
町
ご
と
に
な
り
ま
す
が
、
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送
な
ど
で
は
、

画
面
に
表
示
で
き
る
文
字
や
読
み 

上
げ
可
能
な
文
章
の
範
囲
の
関
係

で
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
市
町
を

ま
と
め
た
地
域
の
名
称
で
放
送
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

く
わ
し
い
情
報
は
、
津
地
方
気

象
台
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

h
ttp
://

w
w
w
.jm
a
-n
et.g
o
.jp
/tsu

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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現
在
、
大
雨
な
ど
の
気
象
に
関
す
る
警
報
や
注
意
報
は
県
内
を
５
つ
の
地
域
に
分
け
て
発
表

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
５
月　

日　

か
ら
は
市
町
ご
と
の
発
表
に
変
わ
り
ま
す
。

２７

（木）

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
変
更
内
容
や
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
務
課
防
災
対
策
室　

擦
浦
１
１
１
８

警警
報
・
報
・
注
意
報
の
発
表
の

注
意
報
の
発
表
の

仕
方
が
変
わ
り
ま
す

仕
方
が
変
わ
り
ま
す

警
報
・
注
意
報
の
発
表
の

仕
方
が
変
わ
り
ま
す

5月27日（木）から
こ
の
よ
う

こ
の
よ
う
にに

変
わ
り
ま

変
わ
り
ま
すす

煙
鳥
羽
市
の
場
合
…

煙
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

情
報
に
耳

情
報
に
耳
をを

傾
け
ま
し
ょ

傾
け
ま
し
ょ
うう

鳥羽市
伊勢志摩

志摩市

伊勢市

度会町

玉城町

南伊勢町

現在は
伊勢志摩で発表

これからは
鳥羽市で発表

★注意・警戒する地域がわかりやすくなります。
★防災活動の支援をさらに強化します。

〈津地方気象台からのお知らせ̶伊勢志摩版より̶〉

鳥羽市の場合

平成２２年５月１日
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危
険
予
想
地
域
の
住
民
に
対

し
、
避
難
の
た
め
の
準
備
と
事
態

の
周
知
を
行
う
場
合
に
発
令
し
ま

す
。
高
齢
者
や
小
さ
な
こ
ど
も
、

身
体
の
不
自
由
な
か
た
な
ど
の
避

難
に
時
間
を
要
す
る
か
た
（
災
害

時
要
援
護
者
）
は
、
こ
の
段
階
で

避
難
行
動
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

　

い
つ
で
も
避
難
で
き
る
よ
う
に

避
難
の
準
備
を
す
る
と
と
も
に
、

災
害
時
要
援
護
者
へ
の
避
難
支
援

を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

　

避
難
勧
告
は
、
大
雨
に
よ
る
河

川
水
位
の
上
昇
や
台
風
な
ど
に
よ

り
、
人
的
な
被
害
が
発
生
す
る
可

能
性
が
高
ま
っ
た
場
合
に
発
令
さ

れ
ま
す
。
指
定
さ
れ
た
避
難
所
な

ど
の
安
全
な
場
所
へ
の
避
難
を
勧

め
る
た
め
に
発
令
す
る
も
の
で
す
。

　

お
互
い
に
助
け
合
い
、
指
定
さ

れ
た
避
難
場
所
や
安
全
な
場
所
に

速
や
か
に
避
難
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

緊
急
車
両
の
妨
げ
に
な
り
ま
す

の
で
、
自
動
車
に
よ
る
避
難
は
で

き
る
だ
け
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
指
示
は
、
よ
り
切
迫
し
た

状
況
で
、
避
難
勧
告
の
と
き
よ
り

も
さ
ら
に
危
険
性
が
高
ま
っ
た
場

合
や
、
す
で
に
人
的
な
被
害
が
発

生
し
た
場
合
に
発
令
さ
れ
ま
す
。

　

図
１
か
ら
も
お
分
か
り
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
避
難
指
示
は
最
も

危
険
度
が
強
く
、
事
実
上
の
避
難

命
令
に
等
し
い
も
の
で
す
。

　

直
ち
に
指
定
避
難
所
や
一
時
立

ち
退
き
場
所
な
ど
、
安
全
な
場
所

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
洪
水
・
津

波
の
場
合
に
は
、
よ
り
高
い
場
所

へ
避
難
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

　

お
年
寄
り
や
小
さ
な
こ
ど
も
を

優
先
し
、
地
域
の
み
ん
な
で
声
を

掛
け
合
う
な
ど
、
協
力
し
合
っ
て

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
を
す
る
と
き
に
は
、
氾
濫

の
恐
れ
の
あ
る
川
沿
い
や
、
急
傾

斜
地
、
が
け
地
と
い
っ
た
崩
落
の

危
険
性
が
あ
る
場
所
な
ど
は
避
け

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
避
難
経
路
を
事
前
に
確

認
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

▼
み
な
さ
ん
が
と
る
べ
き
行
動

避
難
準
備
情
報

避
難
勧
告

▼
み
な
さ
ん
が
と
る
べ
き
行
動

避
難
指
示

▼
み
な
さ
ん
が
と
る
べ
き
行
動

避
難
時
の
ポ
イ
ン
ト

猿
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て

猿
避
難
経
路
を
確
認

避難勧避難勧告・告・避難指示避難指示避難勧告・避難指示ご存知ですか?

　市では、大雨による河川水位の上昇や津波警

報などの発表により、避難が必要と判断した場

合には、市長からみなさんに「避難勧告」や

「避難指示」といった避難情報を発令する場合

があります。

　避難情報が発令された場合には、避難行動を

開始するなど、みなさんの身の安全を第一に考

えて、適切な行動をとってください。

総務課防災対策室　擦浦１１１８

図１　避難指示・避難勧告・避難準備情報の類型

危険度住民に求める行動避難情報

煙避難勧告などの発令後で
避難中のかたは、確実な避

難行動を直ちに完了

煙まだ避難していないかた
は、直ちに避難行動に移る

とともに、そのいとまがな

い場合は生命を守る最低限

の行動

避 難 指 示

煙通常の避難行動ができる
かたは、計画された避難場

所などへの避難行動を開始

避 難 勧 告

煙要援護者など、特に避難
行動に時間を要するかた

は、計画された避難場所へ

の避難行動を開始（避難支

援者は支援行動を開始）

煙上記以外のかたは、家族
などとの連絡、非常用持出

品の用意など、避難準備を

開始

避難準備情報

強

弱

広報　とば
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市
で
は
、
平
成　

年
に
第
四
次

１３

鳥
羽
市
総
合
計
画
を
つ
く
り
、「
笑

顔
と
感
動
に
出
会
う
鳥
羽
（
ま

ち
）」と
い
う
将
来
像
の
実
現
を
目

指
し
市
政
を
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
５
年
後
の
平
成　

年
に

１８

は
計
画
の
内
容
を
一
部
見
直
し
、

現
在
は
目
標
年
度
の
平
成　

年
度

２２

を
迎
え
、
施
策
の
総
仕
上
げ
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
間
に
も

急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
な
ど
市
を
取
り
巻
く
状
況
は

変
化
を
続
け
て
お
り
、
よ
り
時
代

に
即
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る 

た
め
、
平
成　

年
度
か
ら　

年
間

２３

１０

に
わ
た
る
新
し
い
第
五
次
総
合
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
は
、「
基
本
構
想
」「
基

本
計
画
」「
実
施
計
画
」
の
三
つ
の

構
成
で
組
み
立
て
る
こ
と
と
し
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
次
の

よ
う
な
役
割
を
持
た
せ
ま
す
。

１
、
長
期
計
画
と
し
て
の
「
基
本

構
想
」 

　

市
が
目
指
す
将
来
の
ま
ち
の
す

が
た
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

の
大
き
な
方
向
性
を
描
き
ま
す
。

基
本
構
想
に
つ
い
て
、
市
で
は　
１０

年
の
計
画
期
間
と
し
て
い
ま
す
。 

２
、
中
期
計
画
と
し
て
の
「
基
本

計
画
」 

　

基
本
構
想
で
示
し
た
「
鳥
羽
市

が
目
指
す
将
来
の
ま
ち
の
す
が

た
」
の
達
成
へ
向
け
、
５
年
間
の

施
策
目
標
を
定
め
ま
す
。

　

ま
た
、
計
画
達
成
の
評
価
基
準

と
な
る
「
成
果
指
標
」
を
つ
く
り
、

み
ん
な
で
取
り
組
む
明
確
な
目
標

を
掲
げ
ま
す
。

３
、
短
期
計
画
と
し
て
の
「
実
施

計
画
」

　

基
本
計
画
で
示
し
た
施
策
目
標

を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
と
し

て
、
事
業
の
実
施
年
度
や
概
要
、

役
割
分
担
を
具
体
的
に
定
め
ま

す
。

　魅力あるまち…。その想いは年齢、育ってきた環境、職業などで、一人ひとり違うことでしょう。

市では、みなさんの描くさまざまな想いを集め、それらを「かたち」にする未来のまちづくり計画

「第五次鳥羽市総合計画」づくりを進めています。

　この計画は、平成２３年度から３２年度までの１０年間にわたるまちづくりの目標を明らかにし、市民

のみなさんと行政が共通の理念のもと、目標実現に向かって共に行動する指針となるもので、市の

各種計画の最上位に位置づけられるものです。

　今回から５か月間にわたり、この計画づくりの進み具合やできあがってきた計画案の内容をお知

らせしていきます。

企画財政課企画調整係　擦浦１１０１

総合計画

基本構想
（10年間）

実施計画
（3年間）

平成23年度
（2011）

平成 28年度
（2016）

平成 32年度
（2020）

図１　総合計画の構成

基本計画
（5年間） 後期基本計画前期基本計画

毎年度見直し

ま
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り
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針
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第五次総合計画づくりを第五次総合計画づくりを
　　　　　　進めています　　　　　　進めています
第五次総合計画づくりを第五次総合計画づくりを
　　　　　　進めています　　　　　　進めています
第五次総合計画づくりを
　　　　　　進めていますVol.1
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連載企画
　

計
画
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
が
協
働

し
、
お
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い

な
が
ら
進
め
て
い
く
た
め
、「
総
合

計
画
審
議
会
」
と
「
ま
ち
づ
く
り

提
言
市
民
会
議
」
を
設
置
し
、
民

間
諸
団
体
の
か
た
が
た
、
公
募
に

よ
る
市
民
委
員
の
か
た
が
た
に
加

え
、
三
重
大
学
や
皇
學
館
大
学
の

学
識
経
験
者
に
も
参
画
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。（
図
２
参
照
）

煙
総
合
計
画
審
議
会
の
役
割

　

総
合
計
画
審
議
会
は
、
市
長
の

求
め
に
応
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
地

か
ら
総
合
計
画
を
審
議
し
、
意
見

を
述
べ
る
機
関
で
す
。

煙
ま
ち
づ
く
り
提
言
市
民
会
議
の

役
割

　

ま
ち
づ
く
り
提
言
市
民
会
議
は
、 

第
五
次
鳥
羽
市
総
合
計
画（
案
）

を
、
市
民
の
み
な
さ
ん
や
専
門
的

な
知
識
を
有
す
る
か
た
と
の
協
働

で
策
定
し
て
い
く
た
め
に
設
置
し

た
機
関
で
す
。

　

会
議
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
重
要
な
論
点
・

テ
ー
マ
を
次
の
部
会
ご
と
に
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。

噛
産
業
・
雇
用
部
会

噛
教
育
・
文
化
部
会

噛
保
健
・
福
祉
・
医
療
部
会

噛
環
境
保
全
部
会

噛
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
防
災
部
会

噛
土
地
利
用
・
都
市
基
盤
部
会

　

こ
の
会
議
の
内
容
は
、「
ま
ち
づ

く
り
提
言
市
民
会
議
か
わ
ら
版
」

と
し
て
、
町
内
会
の
回
覧
で
お
伝

え
す
る
と
と
も
に
、
市
窓
口
な
ど

に
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
総
合
計
画
が
で
き
あ
が

る
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
図 

 

３
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
、
来

月
号
で
は
「
１
、
現
状
分
析
」
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

図３　総合計画作成の流れ

1、現状分析

2、基本構想の素案作成

■鳥羽市の将来像の検討
　○まちづくりの理念
　○将来人口
　○めざす都市構造

■めざすまちの姿の検討
　○政策の体系
　○政策の目標
　○各施策別の目標

3、前期基本計画の素案作成
■まちづくりの目標の検討
　○各施策別の目標
　○成果をみるための指標

■市民と行政の役割の検討

○社会全体の動向は？
○鳥羽市の現状は？
○第 4次計画の進み具合は？
○まちづくりに対する市民の意識は？

　総合計画で市が目指すべき将来都市像を

あらたに設定することから、今後の土地利

用のあり方や道路、港湾などの都市施設整

備など、将来のまちづくりに必要な基盤整

備の方針・指針となる「都市マスタープラ

ン」づくりも一緒に進めています。

猿今後も策定状況をお知らせしていきます

　計画づくりの進行状況については、「市

ホームページ」で最新情報をご覧いただけ

ます。

総合計画ホームページ
 http://www.city.toba.mie.jp/kakuka/kikaku
/dai5jikeikaku/sougoukeikaku.htm
都市マスタープランホームページ
 http://www.city.toba.mie.jp/kakuka/machi/
tosikeikaku/tosikeikaku.htm

総 合 計 画 審 議 会

総 合 計 画 庁 内 検 討 会 議

ま ち づ く り 提 言 市 民 会 議

図２　検討体制

学識経験者 市民委員 市 職 員
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都市マスタープランも
つくっています

部会の様子 総合計画審議会の様子

まちづくり提言市民会議かわら版 部会での意見をまとめます
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公共交通案内システムを公共交通案内システムを
　　　　　　　　　　設置しました設置しました

鳥羽駅一帯の交通結節点としての
　　　　　　連携強化を図ります
鳥羽駅一帯の交通結節点としての
　　　　　　連携強化を図ります

公共交通案内システムを公共交通案内システムを
　　　　　　　　　　設置しました設置しました
公共交通案内システムを
　　　　　設置しました

鳥羽港湾センターに設置された交通案内表示

鳥羽駅一帯の交通結節点としての連携強化を図ります

　現在、国の補助制度（公共交通活性化再生総合事業）の認定をう

け各種の交通事業を実施していますが、鳥羽駅一帯における各公共

交通機関（鉄道・市営定期船・かもめバス）の乗り換えを分かりや

すくするために、鳥羽駅・鳥羽バスセンター・鳥羽港湾センターに

各公共交通機関の出発時刻を表示する装置を設置して、鳥羽駅一帯

における交通結節点としての連携強化を図っていきます。

　また、鳥羽港湾センターには定期船の出発時刻だけでなく、観光

案内などの情報を発信し、定期船利用者の利便性を向上させます。

鳥羽市地域公共交通会議（事務局　定期船課内）　擦浦４７７６

ご注意下さい 　各公共交通機関の表示時刻は市が独自に表示しているものです。乗車（乗船）
の際には各乗り場において再度の発車（出航）時刻の確認をお願いします。

①　鳥羽駅での表示パターン
市内路線バスと市営定期船の時刻表が 4か国語（日本語・英語・中国語・韓国語）で交互に表示
されます。

画面表示パターン（鳥羽駅 )
バ　ス
日本語表示

バ　ス
韓国語表示

バ　ス
英語表示

バ　ス
日本語表示

バ　ス
中国語表示

バ　ス
日本語表示

市営定期船
韓国語表示

市営定期船
日本語表示

市営定期船
日本語表示

市営定期船
中国語表示

市営定期船
日本語表示

市営定期船
英語表示
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②　鳥羽バスセンターでの表示パターン
鉄道と市営定期船の時刻表が 4か国語（日本語・英語・中国語・韓国語）で交互に表示されます。

画面表示パターン（鳥羽バスセンター )
鉄　道
日本語表示

鉄　道
韓国語表示

鉄　道
英語表示

鉄　道
日本語表示

鉄　道
中国語表示

鉄　道
日本語表示

市営定期船
韓国語表示

市営定期船
日本語表示

市営定期船
日本語表示

市営定期船
中国語表示

市営定期船
日本語表示

市営定期船
英語表示

③　鳥羽港湾センターでの表示パターン
鉄道と市内路線バスの時刻表が 4か国語（日本語・英語・中国語・韓国語）で交互に表示されます。

画面表示パターン（鳥羽バスセンター )
鉄　道
日本語表示

鉄　道
韓国語表示

鉄　道
英語表示

鉄　道
日本語表示

鉄　道
中国語表示

鉄　道
日本語表示

バ　ス
韓国語表示

バ　ス
日本語表示

バ　ス
日本語表示

バ　ス
中国語表示

バ　ス
日本語表示

バ　ス
英語表示

こんなにお得！かもめバス
①　バス降車時に定期船定期券

を運転手に提示すれば乗車運

賃から往復で各２００円割引き

ます。２００円区間で、降車時に

定期船定期券を提示した場

合、運賃はかかりません。

　定期船定期券は、必ず提示してください。

④　身体障害者手帳・療育手帳・精神

障害者手帳の交付を受けたかたは、

本人・介護者共に５割引（障がい児

は小児運賃の５割引）いたします。

バス降車時に、手帳を運転手に提示

してください。

身
体
障
害
者

手
帳
な
ど

❶

Happy Ticket
100円

このハッピーチケットは乗車１回につき１００円引きを実施します。
２枚以上使用しても１００円しか割引しませんのでご注意ください。

③　バス降車時に、ハッピーチ

ケットを利用すれば、バス運

賃から１００円割引きします。

ハッピーチケットとは、乗車

１回につき１００円引きを実施するかもめバスの回数券

（１００円×１０枚綴り）のことで、鳥羽バスセンターほか

５か所にて販売しています。

②　バス降車時に乗継割引券を利用

すれば、バス運賃から往復で各１００

円割引きます。乗継割引券は、乗

船券または回数券で定期船を利用

されたかたに使っていただけま

す。乗継割引券は中之郷または佐田浜桟橋にて無料で

入手できます。

碓注 各種割引きの併用はできませんのでご注意ください。

鳥羽市

乗継割引券
No.000000

鳥羽市

乗継割引券
No.000000
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育
課
長
補
佐
兼
学
務
係
長
兼
中

央
共
同
調
理
場
所
長
）
安
部
正
清

▽
建
設
課
長
補
佐
（
建
設
課
建
設

係
長
）
中
山
満
樹
男
▽
議
会
事
務

局
次
長
兼
庶
務
係
長
（
企
画
財
政

課
長
補
佐
）
寺
本
孝
夫
▽
水
道
課

長
補
佐
（
水
道
課
長
補
佐
給
水
担

当
）
南
川
則
之
▽
水
道
課
長
補
佐

（
水
道
課
管
理
係
長
）寺
本
由
紀
夫

▽
水
道
課
長
補
佐
兼
下
水
道
係
長

（
水
道
課
下
水
道
係
長
）東
川
元
洋

▽
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長
補

佐
兼
学
務
係
長
兼
中
央
共
同
調
理

場
所
長
（
議
会
事
務
局
次
長
兼
庶

務
係
長
）
寺
本
直
敏
▽
消
防
本
部

消
防
総
務
室
長
（
消
防
本
部
主
幹

兼
庶
務
係
長
）
前
田
益
稔
▽
消
防

本
部
消
防
総
務
室
長
補
佐
兼
消
防

係
長
（
消
防
署
救
急
係
長
兼
救
助

係
長
）
上
村
勘
徳
▽
消
防
本
部
予

防
室
長
（
消
防
本
部
主
幹
兼
予
防

係
長
）
寺
本
雅
成
▽
消
防
本
部
予

防
室
長
補
佐
兼
危
険
物
係
長
（
消

防
本
部
予
防
係
長
）
谷
口
由
幸
▽

消
防
署
副
署
長
第
一
担
当（
消
防

署
副
署
長
第
二
担
当
）
寺
本
久
八

▽
消
防
署
署
長
補
佐
（
消
防
署
副

署
長
兼
通
信
指
令
係
長
）
尾
崎
太

持
▽
消
防
署
副
署
長
（
消
防
本
部

主
幹
兼
消
防
係
長
兼
整
備
係
長
）

岡
村
豪
人
▽
消
防
署
署
長
補
佐

（
消
防
署
副
署
長
兼
通
信
指
令
係

長
）
上
井
和
成

▽
あ
お
ぞ
ら
保
育
所
長
（
相
差
保

育
所
長
兼
国
崎
保
育
所
長
）
大
山

紀
子
▽
答
志
保
育
所
長
兼
桃
取
保

育
所
長
（
相
差
保
育
所
主
任
保
育

士
）
奥
村
作
代
▽
相
差
保
育
所
長

（
あ
お
ぞ
ら
保
育
所
長
）上
村
佐
代

子▽
総
務
課　

今
井
一
成
・
井
村
澪

▽
市
民
課　

助
田
千
恵
▽
税
務
課

押
田
幸
一
朗
・
種
村
秀
紀
▽
環
境

課　

西
本
祐
梨
▽
健
康
福
祉
課　

倉
井
詩
織
・
細
木
友
美
▽
か
が
み

う
ら
保
育
所　

杉
江
志
麻
▽
坂
手

診
療
所　

楠
田
倫
子
▽
観
光
課　

木
下
翔
平
▽
定
期
船
課　

大
石
佳

代
子
・
藤
原
善
幸
・
山
下
松
吾
▽

会
計
課　

加
藤
昴
▽
教
育
委
員
会

千
草
義
輝
・
木
村
真
子
・
竹
内
邦

大
▽
消
防
本
部
付　

亀
川
友
喜
・

寺
田
智
哉

▽
企
画
財
政
課
長　

木
下
憲
一
▽

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長　

政
山

堅
太
郎
▽
消
防
長　

上
村
萬
吉
▽

総
務
課
副
参
事　

竹
内
清
▽
市
民

課
長
兼
神
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

所
長　

角
田
良
一
▽
選
挙
管
理
委

員
会
書
記
長　

杉
原
久
春
▽
総
務

課
長
補
佐　

角
谷
瑞
子
▽
市
民
課

長
補
佐　

片
山
藤
隆
▽
健
康
福
祉

課
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長　

山

本
英
子
▽
健
康
福
祉
課
菅
島
診
療

所
長　

上
野
宏
之
▽
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課　

指
導
係
長
兼
指
導

主
事　

岩
本
和
也
▽
環
境
課
清
掃

セ
ン
タ
ー
管
理
係
長　

中
山
行
孝

▽
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課　

社

会
教
育
係
長　

前
田
一
代
▽
答
志

保
育
所
長
兼
桃
取
保
育
所
長　

濱

岸
照
葉
▽
総
務
課　

森
山
厚
▽
定

期
船
課　

井
上
祐
希
▽
健
康
福
祉

課
押
田
亜
弓
▽
環
境
課
清
掃
セ
ン

タ
ー　

北
地
正
一
▽
観
光
課　

舌

古
大
樹
▽
健
康
福
祉
課
答
志
保
育

所　

山
本
さ
ち
子
▽
教
育
委
員
会

国
崎
小
学
校　

大
田
美
穂
子

課　

長　

級

課
長
補
佐
級

保
育
所
長

新
規
採
用

市
職
員
人
事
異
動 

市
職
員
人
事
異
動 

平
成　

年
度

22

総
務
課
人
事
係  
擦
浦
１
１
1
3

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

平
成　

年
度
退
職
者

２１
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平成２２年５月１日

 

 

　

お
ま
つ
り
当
日
の
広
場
内
ブ
ー
ス
出
店

団
体
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

①
実
行
委
員
会
が
認
め
る
団
体（
非
営
利
）

に
限
り
ま
す
。

②
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
な
ど
責
任
を
持
っ

て
、
協
力
的
参
加
が
で
き
る
こ
と
。

③
実
行
委
員
会
の
要
請
に
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
。

出
店
料　

１
ブ
ー
ス
５
、０
０
０
円
（
予

定
）

申
込
期
限　

６
月　

日　
１１

（金）

申
込
・
問
合
せ
先　

鳥
羽
み
な
と
ま
つ
り

実
行
委
員
会

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
実
行
委
員
会

内
催
物
部
会
で
厳
正
な
抽
選
を
行
い
決
定

し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
想
い
を
の
せ
た
花
火
を
鳥

羽
の
夜
空
に
打
ち
上
げ
ま
せ
ん
か
？

　

メ
モ
リ
ア
ル
花
火
に
ご
協
賛
い
た
だ
い

た
か
た
に
は
チ
ラ
シ
へ
の
コ
メ
ン
ト
掲
載

と
、
特
別
観
覧
席
の
チ
ケ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

協
賛
内
容

１
万
円
…
合
同
ス
タ
ー
マ
イ
ン
＋
チ
ラ
シ

へ
の
コ
メ
ン
ト
掲
載
（　

文
字
以
内
）
＋

１５

特
別
観
覧
席
（
指
定
席
）
２
名
分

２
万
円
…
合
同
ス
タ
ー
マ
イ
ン
＋
チ
ラ
シ

へ
の
コ
メ
ン
ト
掲
載
（　

文
字
以
内
）
＋

３０

特
別
観
覧
席
（
指
定
席
）
４
名
分

５
万
円
…
合
同
ス
タ
ー
マ
イ
ン
＋
チ
ラ
シ

へ
の
コ
メ
ン
ト
掲
載
（　

文
字
以
内
）
＋

３０

特
別
観
覧
席
（
指
定
席
）
８
名
分
＋
花
火

模
擬
玉
１
個

　

万
円
…
単
独
ス
タ
ー
マ
イ
ン 
（
１
個
人
・

３０１
団
体
で
の
単
独
打
ち
上
げ
も
可
能
で

す
。
詳
細
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

申
込
締
切　

６
月　

日　
１８

（金）

※
企
業
Ｐ
Ｒ
（
周
年
な
ど
の
記
念
は
可
）
、

政
治
色
・
宗
教
色
の
あ
る
も
の
、
誹
謗
中

傷
な
ど
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

　

お
祭
り
の
原
動
力
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
応
援
で
す
。
よ
り
一
層
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
く
た
め
に「
市
民
協
賛
」

を
募
集
し
ま
す
。
ご
協
賛
い
た
だ
い
た
か

た
に
は
、
１
口
１
名
分
の
協
賛
観
覧
席 

（
自
由
席
）入
場
券（
７
月　

日
の
み
有
効
）

２３

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

市
民
協
賛　

１
口
１
、０
０
０
円 
（
２
口

以
上
か
ら
）

申
込
締
切　

７
月　

日　
１６

（金）

申
込
口
数　

先
着
２
０
０
口

　

募
集
関
係
の
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合

わ
せ
は
、
鳥
羽
み
な
と
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
鳥
羽
商
工
会
議
所
内
）
へ
。

　鳥羽の夏の一大イベント「鳥羽みなとまつり」が、今年は

７月２３日（金）に開催されます。

　今年は５５回目の周年大会ですので、例年以上に迫力満点の

花火をお届けします。メイン会場のおまつり広場では、金刀

比羅宮鳥羽分社の海上渡御(電飾船での海上パレード)など

さまざまな神事がご覧いただけます。また、ステージでの催

し物やたくさんの屋台など、今年もイベントが盛りだくさん

のお祭りです。

　花火の打ち上げは午後８時からです。観客参加型花火や音

楽花火、水中花火など、鳥羽みなとまつりならではの大迫力

花火をお楽しみください。

鳥羽みなとまつり実行委員会（鳥羽商工会議所内）　擦浦２７５１

観光課　擦浦１１５７

イベント　１７：００～２１：００

花　　火　２０：００～２１：００

※荒天のときは２４日（土）に順延します

７月２３日（金）

第55回鳥羽みなとまつり海が
燃える夜

市
民
協
賛
募
集

市
民
協
賛
募
集

市
民
協
賛
募
集

メ
モ
リ
ア
ル
花
火
協
賛
募
集

メ
モ
リ
ア
ル
花
火
協
賛
募
集

メ
モ
リ
ア
ル
花
火
協
賛
募
集

お
ま
つ
り
広
場
ブ
ー
ス

お
ま
つ
り
広
場
ブ
ー
ス

出
展
団
体
募
集

出
展
団
体
募
集

お
ま
つ
り
広
場
ブ
ー
ス

出
展
団
体
募
集
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団
結
力
で
全
国
優
勝
！

美
し
い
音
色
に
う
っ
と
り

島
内
循
環
を
目
指
し
て

　４月７日、鳥羽商船高等専門学校吹奏

楽部員など１７名が、保健福祉センターひ

だまりを訪れ、演奏会を開きました。

　「大きな古時計」や「上を向いて歩こ

う」など約１時間の演奏に聞き入るひと

もいれば、口ずさむひともいました。

　最後の曲の演奏が終わった後、アンコ

ールも飛び出し、約４０人の観客から大き

な拍手を受けていました。

　安楽島小学校の敷地内に放課後児童ク

ラブ「たんぽぽ」が新設され、４月６日、

児童や保護者が出席して開所式が行われ

ました。

　「たんぽぽ」は、昼間、共働きなどで

家庭に保護者のいない児童が、放課後や

夏休みのほか、春休みや冬休みを安心し

て過ごすことのできる施設として、９年

前から武道館横に開設していましたが、

学校からの距離があることや、交通の安

全面などの理由から、市が子育て支援事

業の一環として、県の補助金を受けて新

たに建設したものです。

　３月２６日～２８日に香川県高松市で開

催された第３４回全国高等学校選抜フェ

ンシング大会で、県勢として初めて全国

優勝した鳥羽高校フェンシング部員など

７名が市長に優勝を報告しました。

　主将の藤原伸茂くんは「お互いにカバ

ーし団結力で勝てた。インターハイでも

頑張りたい」と抱負を語りました。

　市長は、「全国優勝という報告ありが

とう。助けあって勝ち取った価値のある

優勝。この結果に満足せずにどんどん挑

戦して上を目指してもらいたい」と激励

しました。

「
た
ん
ぽ
ぽ
」が
新
設
さ
れ
ま
し
た

　神島町に生ごみ処理機が新しく設置さ

れ、３月３１日、オープニングセレモニー

が行われました。

　家庭から出る生ごみを、新しい生ごみ

処理機で処理し、処理機により生成され

た肥料を島内で利用して、そこでできた

作物を島内で消費する島内循環システム

の構築を目標に設置したものです。

　また、同様の処理機を菅島、坂手島に

も導入しています。

 

 

広報　とば



　

去
る
４
月
３
日
、
松
阪
出
身
の

徳
真
鵬
関
を
招
い
て
、
中
央
公
園

相
撲
場
の
新
し
い
土
俵
開
き
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
４
日
に
は
伊
勢

神
宮
奉
納
大
相
撲
が
あ
り
、
２
日

間
連
続
で
国
技
「
相
撲
」
に
接
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
大
相
撲
は
モ
ン
ゴ
ル
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
身
の
力
士
が
そ
の

強
さ
を
誇
っ
て
お
り
、
日
本
人
力

士
の
ふ
が
い
な
さ
を
嘆
い
た
り
、

奮
起
を
期
待
す
る
声
も
多
く
聞
か

れ
ま
す
。
横
綱
白
鵬
は
万
全
の
強

さ
で
あ
り
、
大
関
把
瑠
都
は
末
恐

ろ
し
い
程
の
可
能
性
を
感
じ
ま

す
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
日
本
人
力

士
は
ど
こ
か
元
気
が
あ
り
ま
せ
ん
。

横
綱
に
な
ろ
う
か
と
い
う
力
士
は

し
ば
ら
く
出
て
こ
な
い
よ
う
な
気

も
し
ま
す
。
な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
ま

で
に
外
国
人
力
士
が
優
勢
な
の
か
。

　

そ
こ
で
よ
く
言
わ
れ
る
の
は
、

「
日
本
人
に
は
、
も
は
や
ハ
ン
グ

リ
ー
精
神
が
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
昔
か
ら
、
土
俵
の
中
に
は

お
金
が
埋
ま
っ
て
い
て
、
が
ん
ば

っ
て
強
く
な
れ
ば
、
い
く
ら
で
も

お
金
を
掘
り
出
す
こ
と
が
で
き
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

白
鵬
が
懸
賞
金
だ
け
で
も
百
万

円
、
２
百
万
円
を
受
け
取
っ
て
い

く
姿
を
見
て
い
る
と
、
ま
さ
に
そ

の
と
お
り
だ
な
と
思
わ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
人
に
元
気
が

な
い
の
は
相
撲
の
世
界
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
世
界
の
中
で
、
日

本
は
経
済
活
動
で
低
迷
を
続
け
、

こ
ど
も
た
ち
の
学
力
は
低
下
し
、

国
の
負
債
は
１
千
兆
円
に
向
か
っ

て
増
え
続
け
て
い
る
状
態
で
す
。

　

相
撲
の
世
界
で
も
、
経
済
の
世

界
で
も
、
日
本
が
回
復
す
る
た
め

に
は
、
日
本
人
が
ハ
ン
グ
リ
ー
精

神
を
持
つ
こ
と
が
必
要
な
の
で
し

ょ
う
か
。
し
か
し
す
ぐ
に
日
本
人

に
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
が
身
に
つ
く

は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た

ち
が
こ
ど
も
の
頃
は
、
誰
か
が
お

い
し
い
お
や
つ
を
食
べ
て
い
て

も
、
そ
の
お
や
つ
は
そ
の
誰
か
の

も
の
で
、
ほ
か
の
み
ん
な
は
指
を

食
わ
え
て
見
て
い
た
も
の
で
す
。

　

給
食
費
を
払
う
こ
と
よ
り
、
パ

チ
ン
コ
や
携
帯
電
話
に
払
う
方
が

大
事
だ
と
考
え
て
い
る
甘
い
人
が

多
く
な
っ
て
い
る
と
テ
レ
ビ
報
道

に
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
日
本
国

民
が
ハ
ン
グ
リ
ー
に
な
る
は
ず
も

あ
り
ま
せ
ん
。「
栄
枯
盛
衰
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
ハ
ン
グ
リ

ー
な
人
は
、
が
ん
ば
っ
て
盛
ん
に

な
ろ
う
と
し
、
盛
ん
に
な
り
栄
え

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
ハ
ン
グ
リ
ー

精
神
は
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
歴

史
は
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
々
や
国
が
豊
か
に
な
っ
て
、

ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
に
頼
れ
な
く
な

っ
て
も
、
世
界
の
人
々
か
ら
好
感

を
も
た
れ
、
ボ
チ
ボ
チ
と
発
展
し

て
い
く
、
地
に
足
の
つ
い
た
活
動

が
日
本
人
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

　

先
日
の
人
権
講
演
会
で
は
「
生

命
の
尊
さ
を
み
つ
め
よ
う
」
と
題

し
、
山
田
パ
ン
ダ
さ
ん
の
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
も
う
す
ぐ

母
親
に
な
ら
れ
る
か
た
も
み
え
た

り
、
鳥
羽
の
人
が
話
を
聴
く
熱
心

な
姿
勢
に
講
師
の
か
た
も
感
心
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
は
「
こ
れ
か
ら
話

す
内
容
が
一
番
大
切
な
こ
と
で
す

の
で
ぜ
ひ
こ
れ
だ
け
で
も
覚
え
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
場
面

が
あ
り
、
大
人
と
こ
ど
も
が
地
域

の
中
で
声
を
掛
け
合
っ
て
一
緒
に

な
っ
て
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
が
い

か
に
大
事
か
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　

ま
た
、
お
話
が
進
む
に
つ
れ
何

回
も
何
回
も
、違
っ
た
内
容
の「
一

番
大
切
な
こ
と
」
が
出
て
き
ま
し

た
。

　

ど
れ
を
と
っ
て
も
、
な
る
ほ
ど

と
思
え
る
こ
と
ば
か
り
で
、
お
話

が
終
わ
る
頃
に
は
「
一
番
大
切
な

こ
と
」
は
、
ひ
と
つ
で
な
く
て
も

い
い
ん
だ
な
、
と
い
う
想
い
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
代
社
会
に
は
情
報
と
と
も
に

「
無
関
心
」も
溢
れ
て
い
ま
す
。
若

葉
の
季
節
、
新
し
い
環
境
で
こ
ど

も
た
ち
が
、
色
々
な
人
の
色
々
な

「
一
番
大
切
な
こ
と
」の
輪
の
中
で

育
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
素
敵
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

※
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

擦
０
１
２
０−

０
０
７−

１
１
０

平
日
の
午
前
８
時　

分
～
午
後
５

３０

時　

分
ま
で
通
話
料
無
料
で
開
設

１５
し
て
い
ま
す
。

　

先
生
や
親
に
は
言
い
づ
ら
い
こ

と
や
誰
に
相
談
し
て
い
い
か
分
か

ら
な
い
と
き
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と

し
た
悩
み
で
も
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。

Vol.94

一
番
大
切
な
こ
と

vol.55

ハングリー精神を忘れた日本人？
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西村　 心  奏  ちゃん
ここ な

平成２１年４月９日生まれ（菅島町）

湯田　 聖  七  ちゃん
せ な

平成２１年４月７日生まれ（池上町）

野村　 蓮  斗  ちゃん
れん と

平成２１年１月８日生まれ（池上町）

中山　 礼  路  ちゃん
れい じ

平成２１年４月１７日生まれ（相差町）

お兄ちゃんのすること

わたしもやりたーい外

カールした髪が

チャームポイントな僕です。

アンパンマンが大好きな暴れん坊

です。

いつも素敵な笑顔をくれて

ありがとう外

毎日、お兄ちゃんと元気に遊んで

ます外

安部　 遥  登  ちゃん
はる と

平成２１年４月１７日生まれ（松尾町）

愛嬌たっぷりな男前外

可愛い笑顔でみんなを悩殺☆

玉置　 花  彪  ちゃん
はる と

平成２１年４月１０日生まれ（船津町）

満
１
歳
に
な
る
元
気
な
お
子
さ

ん
の
写
真
（
デ
ジ
カ
メ
画
像
も

可
）
に　

文
字
以
内
の
コ
メ
ン

２０

ト
を
添
え
て
、
誕
生
日
ま
で
に

広
報
情
報
係
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
。

静
ま
り
か
け
た
鳥
羽
湾
を
見
て
い
た

ま
ど
ろ
ん
で
い
た
時
の
中
で

野
の
果
て
に
つ
い
て 
際  
限 
も
な
く
考
え
た

き 

り

始
ま
り
は 
何  
時 
？

い 

つ

掌
の
小
さ
な
傷
が
消
え
か
け

青
空
を
見
上
げ
た

乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
間
が

理
由
も
な
く
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る

残
さ
れ
た
時
間
！

無
意
識
の
旅
へ
橋
を
架
け

我
が
来
歴
を
ひ
と
り
ご
ち
る

廃
屋
に
幼
児
の
声
が
響
き

や
が
て
家
族
が
行
き
交
う

手
鞠
が
弾
ん
で
鳥
羽
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ま
で

風
が
吹
き
荒
れ
（
漂
白
の
詩
人

伊
良
子
清
白
の
家
）
に
辿
り
着
け
な
い

輪
に
し
て
繋
げ
た
言
葉
を

戸
に
立
て
掛
け
る

夜
が
あ
け
る
頃
か

も
し
く
は
宝
石
の
時
刻
に

時　

間鳥
羽
三
丁
目　

米
倉　

雅
久

《
評
》
作
者
は
昭
和
五
十
一
年
に
三
重
県
文
学
新
人
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

そ
の
作
者
の
、
生
き
て
き
た
地
、
鳥
羽
に
対
し
て
の
存
在
を
、
改
め
て
見
詰

め
直
し
て
い
る
す
ぐ
れ
た
詩
で
す
。

 

詩◆
渡
辺　

正
也　

選



　

県
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
し
て
、
整
形
外

科
医
に
よ
る
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

と
き　

６
月　

日　

午
後
２
時
～
４
時

１０

（木）

（
受
付
は
午
後
１
時
～
）

と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

１
階
・
休
日
夜
間
応
急
診
療
所

相
談
内
容

・
身
体
障
が
い
や
手
帳
申
請
な
ど
の
医
療

相
談
、
補
装
具
判
定

・
聴
力
検
査
、
手
帳
申
請
に
つ
い
て
の
助

言
な
ど
「
き
こ
え
」
の
相
談

申
込
方
法

　

健
康
福
祉
課
高
齢
・
障
害
係
へ
電
話
な

ど
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
専
門
医
な
ど

に
よ
る
相
談
の
た
め
、
事
前
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

申
込
期
限　

６
月
２
日　
（水）

　

目
の
不
自
由
な
か
た
に
対
し
て
、
視
覚

障
害
者
生
活
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
専

門
員
に
よ
る
自
立
生
活
の
実
現
の
た
め
の

訓
練
を
行
い
ま
す
。

訓
練
内
容

◎
歩
行
訓
練
（
白
杖
な
ど
）

◎
生
活
訓
練
な
ど
（
調
理
、
洗
濯
な
ど
）

◎
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
（
パ
ソ
コ

ン
、
携
帯
電
話
な
ど
）

　

個
々
に
応
じ
た
内
容
で
進
め
て
い
き
ま

す
。

申
込
受
付　

５
月
１
日　

～
（土）

申
込
先　

健
康
福
祉
課
高
齢
・
障
害
係

対
象　

鳥
羽
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
か
た

で
、
昭
和　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

４６

た
か
た

検
診
料　

８
０
０
円
（　

歳
以
上
無
料
）

７０

申
込
方
法　

検
診
日
前
日
ま
で
に
必
ず
電

話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

健
康
手
帳
（
無
い
か
た
は
、
当

日
発
行
し
ま
す
）

注
意　

検
診
前
日
の
午
後
９
時
か
ら
検
診

当
日
ま
で
喫
煙
・
飲
食
は
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　

７
月
以
降
、
市
内
医
療
機
関
で
胃
が
ん

検
診
（
胃
カ
メ
ラ
）
を
実
施
予
定
で
す
が
、

今
回
受
診
す
る
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
胃

が
ん
検
診
は
、
１
年
間
に
１
度
し
か
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
重
複
受
診
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

障
害
者
支
援
施
設
「
れ
ん
げ
の
里
」
で

は
、
三
重
県
か
ら
自
閉
症
・
発
達
障
害
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
受
託
し
、
三
重
県
南

部
の
か
た
を
中
心
に
発
達
障
害
に
関
す
る

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
少
し
で
も
利
用
し
や
す
い
よ

う
に
月
１
回
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
巡
回
相

談
を
行
い
ま
す
。
生
活
に
関
す
る
こ
と
、

発
達
に
関
す
る
こ
と
、
就
労
に
関
す
る
こ

と
な
ど
を
、
ご
本
人
・
ご
家
族
・
関
係
者

の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
で
す
。

※
相
談
で
知
り
得
た
情
報
を
、
許
可
な
く

も
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

利
用
対
象
者

　

自
閉
症
・
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
・
そ

の
他
の
広
汎
性
発
達
障
害
、
学
習
障
害
（
Ｌ

Ｄ
）、
注
意
欠
陥
・
多
動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
）
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
発
達
障
害
が

あ
る
か
た
、
ご
本
人
・
ご
家
族
・
関
係
機

関
の
職
員
（
保
育
士
・
教
員
・
福
祉
施
設

職
員
な
ど
）。
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

と
き　

左
表
の
と
お
り
（
予
約
制
で
す
）

と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

２
階

申
込
先　

健
康
福
祉
課
高
齢
・
障
害
係

ま

ちで見かけた元気
な子

 

５月１日～

平成２２年５月１日

16

広報とばに掲載された

写真を差し上げます。

ご希望のかたは、総務

課広報情報係まで。

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

健
康
福
祉
課
高
齢
・
障
害
係

擦
浦
１
１
８
３

三
重
県
自
閉
症
・
発
達
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー

れ
ん
げ
巡
回
相
談

健
康
福
祉
課
高
齢
・
障
害
係

擦
浦
１
１
８
３

胃
が
ん
検
診（
バ
リ
ウ
ム
）

健
康
福
祉
課
健
康
係

擦
浦
１
１
８
５

胃 が ん 検 診 日 程 表

と　こ　ろ受付時間と　き

鳥羽磯部漁協国崎支所８：００～９：００６月１日昇

浦 村 農 村 婦 人 の 家８：００～８：３０
６月４日晶

鳥羽磯部漁協石鏡支所９：００～９：３０

鳥羽磯部漁協畔蛸支所８：００～８：３０
６月７日捷

鳥羽磯部漁協相差支所９：００～９：３０

鳥羽磯部漁協浦村支所８：００～８：３０

６月９日昌 保健福祉センターひだまり
(休日夜間応急診療所)

９：００～１０：００

受付時間と　　き

１３：００
～１７：００

５月１３日昭

６月１０日昭

７月８日昭

８月１２日昭

９月９日昭

１０月１４日昭

１１月１１日昭

１２月２日昭

平成２３年１月１３日昭

２月１０日昭

３月１０日昭

視
覚
障
害
者
の
各
種
訪
問

訓
練
の
実
施

健
康
福
祉
課
高
齢
・
障
害
係

擦
浦
１
１
８
３
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市
で
は
、
市
内
の
個
人
住
宅
へ
の
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
対
す
る
費
用

に
つ
い
て
補
助
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
家
庭
で
の
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
身
近
な
も
の
と
と
ら
え
て
い
た
だ

く
こ
と
や
地
球
全
体
で
の
環
境
問
題
に
対

応
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

対
象
期
限　

平
成　

年
３
月　

日　

ま
で

２３

３１

（木）

※
補
助
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
川
や
海
の
汚
れ
を
防
止
す
る

た
め
、
家
庭
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
し
尿

や
生
活
排
水
（
台
所
、
風
呂
な
ど
の
雑
排

水
）
を
処
理
す
る
「
浄
化
槽
」
を
設
置
す

る
住
宅
等
に
対
し
て
、
設
置
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
地
域　

市
内
全
域
（
た
だ
し
、

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
相
差
町
、
畔
蛸
町

は
除
く
）

対
象
と
な
る
建
物　

居
住
を
目
的
と
し
た

住
宅
又
は
店
舗
を
併
用
し
た
住
宅
で
、
専

ら
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
が
延
べ
床
面

積
の
２
分
の
１
以
上
で
あ
る
も
の
。

補
助
の
対
象
と
な
る
浄
化
槽　

Ｂ
Ｏ
Ｄ
除

去
率　

％
以
上
、
放
流
水
中
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
が

９０

　

葵
／
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
性
能
を
有
す
る

２０も
の
。

※
Ｂ
Ｏ
Ｄ
…
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
の

こ
と
。
汚
濁
の
程
度
を
し
め
す
も
の
で
、

水
中
の
有
機
物
が
微
生
物
の
働
き
に
よ
っ

て
分
解
さ
れ
る
と
き
に
消
費
さ
れ
る
酸
素

の
量
を
い
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て
地
域
を
よ
り

良
く
し
て
い
く
活
動
に
対
し
、
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
事
業　

身
近
な
地
域
の
活
性
化
、
地

域
の
課
題
の
解
決
に
役
立
つ
活
動
で
、
次

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
事
業
に
つ
い
て
補
助

し
ま
す
。

茨
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す

る
も
の

芋
子
育
て
支
援
に
貢
献
す
る
も
の

鰯
女
性
や
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
活
動
お

よ
び
生
活
支
援
に
貢
献
す
る
も
の

允
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
貢
献
す

る
も
の

印
学
術
、
文
化
、
芸
術
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
貢
献
す
る
も
の

咽
環
境
の
保
全
、
美
し
い
ま
ち
な
み
づ
く

り
に
貢
献
す
る
も
の

対
象
者　

住
民
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
な

ど＊
一
部
、
対
象
外
と
な
る
事
業
お
よ
び
団

体
が
あ
り
ま
す
。

補
助
金
額　

１
事
業
に
つ
き
、
補
助
対
象

経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限　

万
円
）

２０

補
助
対
象
と
な
る
事
業
の
実
施
期
間

平
成　

年
２
月　

日　

ま
で

２３

２８

（月）

募
集
期
間　

５
月
６
日　

～
５
月　

日　

（木）

２８

（金）

郵
送
の
場
合
は
必
着

申
請
方
法　

所
定
の
申
請
様
式
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
企
画
財
政
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
企
画
財
政
課
の

ほ
か
、
各
連
絡
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

h
ttp
//w
w
w
.

c
ity
.to
b
a
.m
ie
.jp
/k
a
k
u
k
a
/k
ik
a
k
u

/c
h
iik
ik
o
k
e
n
/in
d
e
x
.h
tm
l

）
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

審
査
方
法　

６
月
中
旬
に
審
査
会
を
開
催

し
、
書
類
審
査
と
申
請
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、
補
助
対
象
事
業
を

選
考
・
決
定
し
、
通
知
し
ま
す
。

　

あ
そ
び
の
広
場
「
だ
っ
こ
」
の
開
所
日

を
、
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

５
月
４
日　

→
５
月
６
日　

（祝）

（木）

５
月
５
日　

→
５
月　

日　

（祝）

１０

（月）

　

利
用
時
間
は
、
通
常
ど
お
り
で
す
の
で

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

当
会
で
は
、
市
・
県
民
の
み
な
さ
ん
へ

の
文
化
サ
ー
ビ
ス
と
相
互
親
睦
促
進
に
よ

る
地
域
社
会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
第

４
回
カ
ン
ト
リ
ー
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
ま
す
。

内
容　

カ
ン
ト
リ
ー
・
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
音

楽
の
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
と
み
ん
な
で
楽
し

む
カ
ン
ト
リ
ー
ダ
ン
ス
の
屋
外
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

と
き　

５
月　

日　
　

午
後
零
時　

分

２２

（土）

１５

（
開
場
午
前　

時　

分
）

１１

３０

と
こ
ろ　

扇
野
の
里　

め
だ
か
の
学
校
広

場
（
雨
天
は
扇
芳
閣
館
内
）

※
今
回
は
、
市
観
光
協
会
の
「
お
い
し
い

ハ
イ
キ
ン
グ
・
鳥
羽
・
扇
野
コ
ー
ス
」
と

の
合
同
企
画
に
よ
り
行
い
ま
す
。

地
域
活
動
に
が
ん
ば
る
団
体
を

応
援
し
ま
す企画

財
政
課
企
画
調
整
係

擦
浦
１
１
０
１

辻　ムー（メス　８歳）

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業

環
境
課
環
境
保
全
係

擦
浦
１
１
４
７

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

環
境
課
環
境
保
全
係

擦
浦
１
１
４
７

対象となる設備

住宅用太陽

光発電シス

テム

補助対象
設　　備

６０,０００円補助金額

１５補助数

補助金額

補助金額人槽区分

３３２,０００円５人槽

４１４,０００円７人槽

５４８,０００円１０人槽

あ
そ
び
の
広
場「
だ
っ
こ
」の
開
所
日
変
更

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

擦
浦
７
２
２
１

第
４
回
カ
ン
ト
リ
ー
ラ
イ
ブ

カ
ン
ト
リ
ー
ラ
イ
ブ
実
行
委
員
会　

伊
藤

擦
瓜
３
６
９
０



平成２２年５月１日

　

市
で
は
、「
離
乳
食
教
室
」
を
開
催
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
離
乳
食
作
り
を
始
め
る
か

た
、
う
ま
く
進
ま
ず
に
悩
ん
で
い
る
か
た

な
ど
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　

５
月　

日　
２０

（木）

受
付
時
間　

午
前
９
時　

分
～　

時

３０

１０

　

講
義
・
調
理
実
習
は
午
前　

時
～　

時

１０

１１

　

分
に
行
い
ま
す
。

３０対
象　

生
後
４
か
月
～
８
か
月
児
を
も
つ

保
護
者
（
託
児
し
ま
す
）

と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

２
階
・
健
康
相
談
室

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
・
エ
プ
ロ
ン
・

三
角
巾

募
集
人
員　
　

人
（
先
着
順
）

１０

申
込
期
限　

５
月　

日　
１８

（火）

　

市
で
は
、
地
球
塾
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

塾
で
は
、
鳥
羽
に
あ
る
歴
史
、
文
化
、
風

俗
な
ど
を
見
つ
め
な
お
し
、「
鳥
羽
を
も
っ

と
知
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
地
域
学
」

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成　

年
度
も
塾

２２

生
を
募
集
し
ま
す
。

　

住
ん
で
い
て
も
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
、

行
っ
た
こ
と
の
な
い
と
こ
ろ
な
ど
を
講
義

や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
学
び
、
地
域
を

知
る
こ
と
で
新
し
い
鳥
羽
を
再
発
見
し
ま

せ
ん
か
。

　

５
月　

日　

に
今
年
の
講
座
内
容
を
知

１２

（水）

っ
て
も
ら
う
た
め
に
プ
レ
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
興
味
関
心
の
あ
る
か
た
は
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

市
内
外
を
問
わ
ず
、
高
校
生
以

上
の
か
た

受
講
回
数　

年
７
回
程
度

募
集
人
員　
　

人
程
度

２０

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
研
修
中
の
食

費
、
交
通
費
は
塾
生
負
担
）

募
集
期
間　

５
月　

日　

ま
で

２０

（木）

　

市
で
は
、
食
生
活
を
中
心
と
し
た
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
教
室
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
室
を
修
了
さ
れ
た
か
た
は
食

生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

　

ご
自
身
の
健
康
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る

か
た
、
地
域
で
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
活

動
さ
れ
た
い
か
た
、
お
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

日
程　

６
月
２
日　

、
６
月　

日　

、
６

（水）

１５

（火）

月　

日　

、
７
月
６
日　

、
７
月　

日　

２２

（火）

（火）

１３

（火）

時
間　

午
前
９
時　

分
～
午
後
３
時

３０

※
６
月
２
日　

は
午
前　

時
開
始

（水）

１０

と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

２
階

内
容　

食
生
活
を
中
心
と
し
た
健
康
づ
く

り
の
た
め
の
講
義
・
実
習

受
講
料　

無
料
（
市
が
負
担
し
ま
す
）
た

だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
２
、０
０
０
円

程
度
必
要
で
す
。

募
集
人
員　
　

人
（
先
着
順
）

２０

申
込
期
限　

５
月　

日　
２５

（火）

　

市
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
予
防
の
た
め
の
栄
養
教
室
を
行
い
ま

す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
間
食
の
と
り
か
た

に
つ
い
て
で
す
。
健
康
づ
く
り
の
き
っ
か

け
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

５
月　

日　
１８

（火）

　
　
　

午
前
９
時　

分
～
午
後
１
時

３０

と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

２
階　

ク
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ム

内
容　

講
義
・
調
理
実
習
な
ど

希
望
者
に
は
教
室
終
了
後
、
個
別
相
談
を

行
い
ま
す
。

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
拭
き

タ
オ
ル

募
集
人
員　

８
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

５
月　

日　
１２

（水）

　

市
国
際
交
流
協
会
と
鳥
羽
・
サ
ン
タ

バ
ー
バ
ラ
姉
妹
都
市
交
友
会
で
は
、
今
年

も
姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
市
に
派
遣
す
る
中

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

「
民
間
大
使
」
と
し
て
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ

を
訪
れ
、
両
市
の
理
解
と
友
情
を
深
め
、

国
際
的
視
野
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
在
住
の
中
学
２
年
生
、
３
年

生
の
男
女
各
２
人

派
遣
期
間　

７
月　

日　

～
８
月
８
日　

２８

（水）

（日）

　

日
間

１２申
込
期
限　

５
月　

日　
２１

（金）

参
加
負
担
金　

５
万
円

そ
の
他　

選
考
条
件
と
し
て
、
過
去
に
外

国
に
長
期
滞
在
経
験
の
な
い
こ
と
。
ま
た
、

サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
市
の
学
生
を
自
宅
に
受

け
入
れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

面
接
日　

６
月
６
日　
（日）

　

応
募
要
項
は
、
市
内
中
学
校
と
市
国
際

交
流
協
会
事
務
局
（
市
総
務
課
内
）
に
あ

り
ま
す
。

地
球
塾
第
９
期
塾
生

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

擦
浦
１
２
６
８

健
康
福
祉
課
健
康
係

擦
浦
１
１
４
６

離
乳
食
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

18

ア
メ
リ
カ
・
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
市

中
学
生
派
遣

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局（
市
総
務
課
内
）

擦
浦
１
１
０
５

栄
養
教
室
受
講
生

健
康
福
祉
課
健
康
係

擦
浦
１
１
４
６

ヘ
ル
ス
ケ
ア
栄
養
教
室
の
ご
案
内

～
脱
メ
タ
ボ
の
た
め
の
間
食
の
と
り
か
た
編
～

健
康
福
祉
課
健
康
係

擦
浦
１
１
４
６



《
一
般
書
》

『
ま
さ
か
わ
た
し
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
骸
』

『
も
や
し
食
堂
』

『
時
刻
表
を
読
み
こ
な
す
』

『
日
々
是
反
省
』

『
よ
く
ば
ら
な
い
』

『
乙
女
の
花
束
』

『
剣
客
春
秋　

遠
国
か
ら
の
友
』ほ
か

《
児
童
書
》

『
せ
い
か
つ
の
図
鑑
』

『
ほ
ん
と
の
お
お
き
さ
水
族
館
』

『
嘘
つ
き
は
恋
の
は
じ
ま
り
』

『
行
け
外
シ
ュ
バ
ッ
ト
マ
ン
』

『
コ
ブ
タ
く
ん
も
う
な
か
な
い
で
』

『
と
も
だ
ち
ご
っ
こ
』　

ほ
か

◎
お
は
な
し
の
会

と
き　

５
月
１
日　

午
後
２
時
～

（土）

　

『
く
わ
ず
に
ょ
う
ぼ
う
』
ほ
か
二
つ
。

◎
絵
本
と
紙
芝
居
の
会

第
１
回　

５
月
９
日　

午
前　

時　

分
～

（日）

１０

３０

　

『
ご
き
げ
ん
な
な
め
の
て
ん
と
う
む
し
』

第
２
回　

５
月　

日　

午
前　

時　

分
～

２９

（土）

１０

３０

　

『
キ
ャ
ベ
ツ
く
ん
と
ブ
タ
ヤ
マ
さ
ん
』

◎
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
会

と
き　

５
月　

日　

午
前　

時　

分
～

２８

（金）

１０

３０

　

『
く
つ
し
た
く
ん
』
ほ
か

◎
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

と
き　

５
月　

日　

午
後
２
時
～

１６

（日）

テ
ー
マ
『
あ
つ
ま
れ
外
き
ら
わ
れ
も
の
』

◎
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト 

と
き　

５
月　

日　

午
前
９
時
～

２６

（水）

と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

◎
鳥
羽
こ
ど
も
の
本
の
会
（
読
書
会
）

と
き　

５
月　

日　

午
前
９
時　

分
～

１１

（火）

４５

テ
キ
ス
ト
『
い
じ
わ
る
な
な
い
し
ょ
オ
バ
ケ
』

お
は
な
し（
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
）講
習
会
受
講
者
募
集

　

こ
ど
も
た
ち
の
好
き
な
お
は
な
し
の
選

び
方
や
覚
え
方
、
話
し
方
や
そ
の
意
義
と

楽
し
さ
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
で
す
。

講
師　

下
澤
い
づ
み
さ
ん

と
き　

第
１
回
…
５
月　

日　

・
第
２
回

２５

（火）

…
６
月
１
日　

・
第
３
回
…
６
月
８
日　

（火）

（火）

毎
回
午
前　

時
～
正
午

１０

と
こ
ろ　

市
立
図
書
館
会
議
室
（
２
階
）

募
集
人
数　
　

人　

資
料
代　

百
円

３０

　

申
込
は
、
図
書
館
ま
で
。

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
の
お
知
ら
せ

期
間　

５
月　

日　

～
６
月
８
日　

１３

（木）

（火）

行政チャンネルとば番組案内（ケーブルテレビ アイティービー）行政チャンネルとば番組案内（ケーブルテレビ アイティービー）アナログ6chデジタル123ch

市立図書館　擦瓜４５５５

お知らせ

新

刊

情

報

番組内容については広報情報係擦浦１１０２、加入申し込みについては叙アイティービー擦０１２０-２７０-０８９へお問い合わせください。

警報・注意報の発表の仕方が変わります特　　集

５月１日
～

５月１５日

地球塾の活動紹介と塾生募集のお知らせ

お知らせ 「とばっ子ハッピーセミナー事業」が始まります

障がい福祉の巡回相談

市内で行われたイベントなどの模様
を、アイティービーのニュース映像を
用いてお伝えします

コミュニティ
＆トピックス

ヘルシー栄養講座（脂質異常予防）特　　集

５月１６日
～

５月３１日

食生活から健康づくりを始めませんか

お知らせ 水道週間のお知らせ

「ディスクドッグジャパンカップ２０１０in鳥羽」のご紹介

市内で行われたイベントなどの模様
を、アイティービーのニュース映像を
用いてお伝えします

コミュニティ
＆トピックス

制作番組「テレビ広報とば」
（番組時間約30分）

放送時間…午前６時、８時、

１０時、正午、午後２時、４時、

６時、８時、１０時～

鳥羽健康づくり体操
「バランスボール　 lesson1」

（番組時間約10分）
放送時間…午前７時～、

　　　　　午後１時～、

　　　　　　　７時～

文字情報放送
上記の放送番組以外の
時間に繰り返し放送し
ます。

　ケーブルテレビを視聴するにはアイティービーへの
加入が必要です。市では、市内に居住しているかたが
加入する場合、加入金26,250円を全額負担していま
す。未加入のかたは加入をご検討ください。（引き込み
工事費および宅内工事費は別途負担していただくよう
お願いします）

放送内容・タイトルについては変更される場合がありますのでご了承ください。
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５月　図書館カレンダー

土金木水火月日

１

８７６５４３２

１５１４１３１２１１１０９

２２２１２０１９１８１７１６

２９２８２７２６２５２４２３

３１３０

６月　図書館カレンダー

土金木水火月日

５４３２１

１２１１１０９８７６

１９１８１７１６１５１４１３

２６２５２４２３２２２１２０

３０２９２８２７

休館日　木・金曜日は午後７時まで開館しています。

休館日は、月曜日（祝日の場合は開館）・第２水

曜日です。



髙
島　

第
５
次
総
合
計
画
の
連
載

企
画
が
始
ま
り
ま
し
た
ね
。

木
村　

そ
う
や
ね
。
少
子
高
齢
化

が
進
ん
だ
り
、
人
口
が
減
っ
た
り

と
、
市
の
状
況
も
だ
い
ぶ
変
わ
っ

て
き
と
る
か
ら
ね
ぇ
。

松
川　

名
前
だ
け
聞
く
と
難
し
そ

う
で
す
け
ど
、
要
は
市
民
の
み
な

さ
ん
と
行
政
が
一
緒
に
な
っ
て
、

今
後
の
市
の　

年
間
の
行
動
を
計

１０

画
す
る
っ
て
こ
と
で
す
よ
ね
。

髙
島　

う
ん
。　

年
後
の
鳥
羽
市

１０

が
、
よ
り
魅
力
的
な
ま
ち
で
あ
る

た
め
の
も
の
や
か
ら
、
僕
ら
も
、

で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
い
紙
面

を
作
っ
て
い
か
ん
と
ね
。

木
村　

総
合
計
画
も
そ
う
や
け
ど
、

僕
ら
も
協
働
し
て
、
知
恵
を
出
し

合
っ
て
頑
張
っ
て
い
こ
な
鎧

協

働
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平成２２年５月１日
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「避難指示」は、人的被害の発生する危険性が
「避難勧告」のときよりもさらに高い場合、ま
たはすでに人的被害が発生した場合に発令され
ます。「避難勧告」や「避難指示」が発令され
たら指定避難場所などの安全な場所へ避難して
ください。詳しくは５ページをご覧ください。 

　

こ
の
前
の

津
波
で「
避
難

指
示
」が
出
た

け
ど「
避
難
勧

告
」
と
、ど
う

　

違
う
の
？

　
　
　

よ
く

　

わ
か
ら
ん
な
あ
。

お
父
さ
ん
に

聞
い
て
み
よ
か
？

ね
え「
避
難
勧
告
」と

「
避
難
指
示
」っ
て

ど
う
違
う
の
？…

。

う
ー
ん・・・。

そ
う
い
え
ば
今
月
の

広
報
と
ば
に

載
っ
と
っ
た
な
あ
。

な
る
ほ
ど
、

そ
う
い
う

こ
と

な
ん
や
。

「
避
難
指
示
」の

方
が
強
い
ん
や
な
あ
。

そ
し
た
ら
、

　
　

次
か
ら
気
を

付
け
や
な

　

い
か
ん
ね
。

そ
う
や
ね
。

～　織田水軍の将　～
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九
鬼
嘉
隆
は
、
天
文　

（
１
５

１１

４
２
）
年
に
、
志
摩
国
に
て
定
隆

（
さ
だ
た
か
）の
二
男
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。
九
鬼
氏
は
そ
の
時
、

志
摩
の
各
地
の
豪
族
と
幾
度
と
な

く
争
い
を
し
て
お
り
、
嘉
隆
も
兄

で
あ
る
浄
隆
（
き
よ
た
か
）
と
共

に
現
在
の
九
鬼
神
社
の
あ
る
田
城

を
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
く
わ
し
く
は
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
浄
隆
は
某
年
に

急
死
し
、
そ
の
後
、
息
子
の
澄
隆

（
す
み
た
か
）
が
跡
を
継
ぎ
ま
す

が
、
志
摩
地
域
の
ほ
か
の
豪
族
に

攻
撃
さ
れ
、
朝
熊
山
に
逃
れ
ま
し

た
。
嘉
隆
も
行
き
先
は
不
明
で
す

が
、
田
城
か
ら
離
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
嘉
隆
は
織
田
信
長
と

運
命
の
出
会
い
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　嘉隆の甥である澄隆

は、本来九鬼家当主と

して、嘉隆よりも優位

な立場にあるはずでし

たが、天正１０年に亡く

なったとされており、

嘉隆に謀殺されたとい

う説もあります。

嘉

隆

誕

生
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賛 紅 
くれ

 十 
と

 宗 
そう

 斯 
し


